
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：福家・磯辺・井ノ口

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に他者に伝える力を養う。
生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力
にある生活を営む態度を養う。

保健体育 体育 2

体育保健体育

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

現代高等保健体育(大修館)

保健体育

【知識及び技能】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身
につけるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 態
配当
時数

A 単元（ソフトボール）
【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁で
の攻撃、安定したボール操作と状
況に応じた守備などによって攻防
をする。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計
画的な解決に向けて取り組みを工
夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にして
いる。

・指導事項
ルールを理解する。
グループを組み、投球動作、捕球
動作、打撃動作の練習を行う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
状況に応じたバット操作と走塁での攻撃、安
定したボール操作と状況に応じた守備などに
よって攻防をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計画的な解決
に向けて取り組みを工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとしている。

○ ○ ○ 3

思

4

B 単元（バレーボール）
【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携し
た動きによって空間を作り出すな
どの攻防をする。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計
画的な解決に向けて取り組みを工
夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にして
いる。

・指導事項
ルールを理解する。
グループを組み、基本的な技術練
習を行う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携した動きに
よって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計画的な解決
に向けて取り組みを工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとしている。

○ ○ ○

4

C 単元（水泳）
【知識及び技能】
クロール・平泳ぎ・背泳ぎでは、
手と足の動き、呼吸のバランスを
保ち、伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだ
りする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に主体的に取り組むととも
に、事故防止に関する心得を遵守
するなど健康・安全を確保する。

・指導事項
泳法について理解する。
プルやキックに分けて練習を行
う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎ・背泳ぎでは、手と足の動
き、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作
と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだ
りすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に主体的に取り組むとともに、事故防止
に関する心得を遵守するなど健康・安全を確
保しようとしている。

○ ○ ○

○

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

１
学
期

C 単元（水泳）
【知識及び技能】
クロール・平泳ぎ・背泳ぎでは、
手と足の動き、呼吸のバランスを
保ち、伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだ
りする。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に主体的に取り組むととも
に、事故防止に関する心得を遵守
するなど健康・安全を確保する。

・指導事項
泳法について理解する。
プルやキックに分けて練習を行
う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
クロール・平泳ぎ・背泳ぎでは、手と足の動
き、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作
と安定したペースで長く泳いだり速く泳いだ
りすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に主体的に取り組むとともに、事故防止
に関する心得を遵守するなど健康・安全を確
保しようとしている。

○

２
学
期

4○



○ 4

D 単元（バスケットボール）
【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携し
た動きによって空間を作り出すな
どの攻防をする。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計
画的な解決に向けて取り組みを工
夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にして
いる。

B 単元（バレーボール）
【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携し
た動きによって空間を作り出すな
どの攻防をする。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計
画的な解決に向けて取り組みを工
夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にして
いる。

・指導事項
ルールを理解する。
グループを組み、基本的な技術練
習を行う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携した動きに
よって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計画的な解決
に向けて取り組みを工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとしている。

○ ○

○
３
学
期

・指導事項
ルールを理解する。
グループを組み、基本的な技術練
習を行う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携した動きに
よって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計画的な解決
に向けて取り組みを工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとしている。

○ ○

２
学
期

○ 4

8

35

E  単元（球技選択：バド・テニ
ス・卓球）
【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携し
た動きによって空間を作り出すな
どの攻防をする。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計
画的な解決に向けて取り組みを工
夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にして
いる。

・指導事項
ルールを理解する。
グループを組み、基本的な技術練
習を行う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

【知識及び技能】
状況に応じたボール操作と連携した動きに
よって空間を作り出すなどの攻防をすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
チームや自己の課題を発見し、計画的な解決
に向けて取り組みを工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとしている。

○ ○ ○ 4

○

F 単元（持久走）
【知識及び技能】
ペースの変化に対応して走る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を解決するため
の練習計画を立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとと
もに、一人一人の違い応じた課題
や挑戦を大切にする。

・指導事項
マラソン大会に向けて以下の練習
を行う。
ペース走を行う。
グループ走を行う。
インターバル走を行う。
タイムトライアルを行う。
・教材
Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｐｏｒｔｓ（大
修館）

F 単元（持久走）
【知識及び技能】
ペースの変化に対応して走ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を解決するための練習計画
を立てることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、一人
一人の違い応じた課題や挑戦を大切にしよう
としている。

○


